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と地元でのアクション

横須賀火力発電所建設を考える会
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石炭火力発電所建設計画の概要
（仮称）横須賀火力発電所新１･２号機

事業者 ：（株）ＪＥＲＡ
出資者 ：（株）東京電力、（株）中部電力

住所 ：神奈川県横須賀市久里浜9-2-1

設備容量 ：130万kw（65万kw×２基）
燃料 ：石炭（360万トン／年）

基礎･建屋建設 ：2019年着工
機器据付 ：2020年中頃

運転開始予定 ：１号2023年、２号2024年



東京湾の会・横須賀の会・行政訴訟
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2016年4月 横須賀の配慮書
2017年3月市原中止

2017年4月 横須賀の会発足

2017年5月 東京湾の会発足

2018年1月 横須賀の準備書

2018年11月 評価書

2018年11月 確定通知
2018年12月蘇我中止、2019年1月袖ケ浦中止

2019年5月 行政訴訟提起

行政訴訟のこれまで

10

2019年5月 行政訴訟提起、原告45人

2019年10月 第一回期日

2019年12月 第二回期日（原告48人）

2020年3月 第三回期日（入口論）

2020年6月 第四回期日

2020年10月 第五回期日（入口論）

2021年1月 第六回期日（被告認否）

2021年5月 第七回期日（被告反論）



提訴の主な理由

アセス手続きに瑕疵があり、違法。
配慮書で代替案の検討していない

環境負荷が増大する。アセス簡略化

は不可。

そもそも、ガイドラインの適用は不可。

「確定通知」を取り消せ



旧発電所の稼働状況
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横須賀石油火力発電所の稼働率

（％）

旧発電所の設備利用率



15

1,310,000 

2,280,000 

3,620,000 

1,520,000 

2 

2,100,000 

2,886,240 

1,409,925 

2 0 

7,260,000 

0

1,000,000

2,000,000

3,000,000

4,000,000

5,000,000

6,000,000

7,000,000

8,000,000

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 新設

CO2排出量は増大する

入口論（門前払い）
処分性がない、原告適格がない

裁判所が本論に入るよう指揮
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被告（国）の対応（その1）



被告は次のような反論をしている。経産大臣に大幅
な裁量権がある

局長級とりまとめ（ＢＡＴ、国計画との整合性）にしたがっ
ており、環境負荷の軽減に努めている。経産大臣の判
断は違法ではない

合理化ガイドラインを適用したことは適法である
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被告（国）の対応（その2）

石炭火力推進のしくみづくり

Ｈ24年3月 調査・予測に要する期間の大幅な
短縮を可能とするガイドラインを策定。東日本
大震災以降の厳しい電力需給のひっ迫を理由に
アセスなしで解体工事できるようガイドライン
を改訂（Ｈ25年3月）

Ｈ25年4月 局長級とりまとめ。ＣＯ２の取り
扱い ＢＡＴ、国の目標との整合性



環境省の開示資料から
（質問）既設設備の近年の環境負荷の状況を踏まえ、
（中略）適切な評価及び環境保全措置の検討をおこな
う必要があると考えことを申し添える。

（回答）リプレースガイドラインで示されている「従
来」の解釈に疑義が生じるのであれば、現行のリプ
レースガイドラインの記載は著しく不適切であると考
えます。
なお、発電所のライフサイクルを考慮すると、リプ
レースを計画する発電所において、稼働率が低下する
のは当然であり、リプレースガイドラインの適用条件
が至近の稼働率を示すのであれば、本件を含め、これ
を適用できる案件はないものと考えます。 19

裁判所がどう判断するか

世論の高まりが決定的

引き続き、裁判へのご支援を
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第8回期日（9月3日）
ぜひ、傍聴に
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地元のアクション（写真集）

222019年5月、原告45人で行政訴訟を提起
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2020年2月 ＪＥＲＡ本社前

24

2020年2月 三浦市マホロバでセミナー
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2020年2月 弁護団が漁師で原告の梶谷さんと懇談

26

梶谷さんの漁船で磯焼けの状況を調査、弁護団
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2020年8月1日 着工一周年の抗議アクション

28

2020年9月 Fridays For Future Yokosukaの若者と



292020年9月 走水の海苔養殖漁師と懇談

302020年11月 久里浜の繁華街で街頭宣伝
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32
2020年7月 定例化した毎月朔日の門前抗議行動


